
 

 

 

交通まちづくり市民協議会（仮称） 

・ 多様な主体（個人・各地区・各種団体等）か

ら有志の参加 
・ 具体的な活動展開を目指した意見・情報交

換、取組企画を行う場。多様な主体間、地域

間の連携 
・ 取組状況に応じて、テーマごとの分科会の発

足など、柔軟な組織編制を行う。 
 

民間事業者等 

鉄道 バス タクシー 

商業施設 駐車場 取組の協力連携 

A地区 
B地区 

C地区 
D地区 

E地区 
F地区 

G地区 
・・・ 

・ 小学校区単位で、さまざまな立場の人が定期的に集まって

話し合う場、地域の問題や課題解決のための地域資源

（人・もの・情報など）を探す場として開催される。 
・ 行政主導ではなく地元発意による立上げを行うことが、前

提となる。 

各地域に関わる住民、ＮＰＯ、各種団体 

参画 

アクションプラン取組推進 
（イベント、社会実験など実施） 

課題への対応 
活動連携 

 

八
尾
市 実行 

まちづくりラウンドテーブルによる地元協議（各地域ごと） 

 個人単位 
NPO

PTA ｻｰｸﾙ団体 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

自治会 
≪各地域に関わる主体イメージ

参画 
地域課題の把握 
活動連携のきっかけ 

交通まちづくり推進モデル地区 

他地域への情報発信・ 
活動普及（市民ボニター、

フォーラム開催など） 

先進取組地区の 
モデル地区指定 

・ 交通に関する自由な意見交換を定期的

に開催（市全域版まちづくりラウンドテー

ブルのイメージ） 
・ 意見交換（課題共有、各地区活動の紹介

など）を通じた、新しい活動連携のきっか

けづくり 

交通まちづくり懇談会（市全体） 

参画（公募、 
市政モニター制度など） 参画 

課題の把握 
活動連携のきっかけ

交通まちづくりに関する 
定期的な意見交換 

実行 

実行 

実行 

ざっくばらんな意見交換の場 

アクションプランの実行部隊 

とりあえず 
行ってみよう！ 

私らの活動も 
活かせるかも 

《地域に関わる各種団体の活動》 

《アクションプラン取組推進 
（歩いて楽しいまちなみ整備など）》 

交通問題の解決には、市民 1人ひとりの意識転換が必要不可欠 

交通まちづくり推進のためのしくみのイメージ 

市民の皆さんのまちづくりへの参画の必要性 ～要望型から協働型へ 

取組の 
協力連携 

定期的な 
意見交換 


